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市税
47億3,526万円
（15.7％） 総務費

78億6,422万円
（27.4%）

土木費
27億6,534万円
（9.6％）

民生費
55億6,651万円
（19.4%）衛生費

27億
7,263万円
（9.7％）

農林水産業費
15億1,528万円
（5.3％）

商工費
12億2,402万円
（4.3％）

教育費
29億7,919万円
（10.4％）

公債費
24億

1,980万円
（8.4％）

財産収入など
25億1,152万円
（8.3%）

市債
24億1,683万円
（8.0%）

県支出金
55億

5,905万円
（18.5%）

国庫支出金
21億7,501万円
（7.2%）

地方交付税
113億7,005万円（37.7％）

歳　入
301億4,602万円

歳　出
286億7,746万円

分担金及び負担金
2億739万円
（0.7%）

地方譲与税など
9億294万円
（3.0％）

使用料及び手数料
2億6,797万円
（0.9％）

依
存
財源（74.4％）

自主財源（25.6％）

消防費など
議会費、労働費
災害復旧費含む
15億7,047万円
（5.5％）

（ （
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平
成
２４
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
が
３
０
１
億
４
６
０
２
万

円（
収
納
率
９７
・
４
％
）、
歳
出
が
２
８
６

億
７
７
４
６
万
円（
執
行
率
９４
・
６
％
）と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
で
は
１４
億
６

８
５
６
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
９
４
３
６

万
円
を
控
除
し
た
実
質
収
支
額
は
、
１３
億

７
４
２
０
万
円
で
し
た
。

歳
入
は
、
市
税
や
使
用
料
お
よ
び
手
数

料
な
ど
自
治
体
自
ら
が
集
め
る
お
金｢

自

主
財
源｣

と
、
地
方
交
付
税
や
市
債
な
ど

国
、
県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金｢

依
存
財

源｣
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
５

億
５６
万
円（
６
・
９
％
）の
増
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
主
な
要
因
は
市
税
、
基
金
繰

入
金
お
よ
び
繰
越
金
が
増
加
し
た
こ
と
な

ど
に
よ
り
ま
す
。

24年度一般会計の決算状況

平
成
24
年
度
の
お
金
は

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

平成24年度

決 算

平
成
24
年
度
の
決
算
が
、
12
月
定
例
市

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

依
存
財
源
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
３３

億
４
８
０
万
円（
１７
・
３
％
）の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
主
な
要
因
は
震
災
復
興
特
別
交
付

税
や
地
域
給
付
金
給
付
事
業
交
付
金
な
ど

の
県
支
出
金
な
ど
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

歳
出
に
お
い
て
最
も
大
き
い
も
の
は
、

新
設
さ
れ
た
地
域
給
付
金
給
付
事
業
、
新

本
庁
舎
建
設
事
業
、
徴
税
、
戸
籍
住
民
基

本
台
帳
、
選
挙
な
ど
に
使
わ
れ
る
総
務
費

で
す
が
前
年
度
と
比
較
し
て
、
４４
億
２
５

７
３
万
円（
１
２
８
・
７
％
）の
増
と
な
っ

て
い
ま
す
。
一
方
、
消
防
団
運
営
、
消
防

施
設
整
備
、
災
害
対
策
な
ど
に
使
わ
れ
る

消
防
費
は
４
億
５
１
０
１
万
円（
１７
・

４
％
）の
減
と
な
っ
て
お
り
、
市
が
学
校

の
耐
震
化
、
道
路
改
良
、
上･

下
水
道
の

整
備
な
ど
の
た
め
に
借
り
入
れ
た
お
金
を

返
済
す
る
た
め
の
公
債
費
も
３
億
１１
万
円

（
１１
・
２
％
）の
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※
一
般
会
計
『
主
な
事
業
の
決
算
額
』
は
、

④
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す

暮
ら
し
に
身
近
な
一
般
会
計
は

14
億
６
８
５
６
万
円
の
黒
字
決
算

一
般
会
計
決
算
〔
歳
入
〕
の
概
要

一
般
会
計
決
算
〔
歳
出
〕
の
概
要
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◆
実
質
公
債
費
比
率

１４
・
９
％

市
税
や
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の

う
ち
、
ど
れ
だ
け
借
入
金
返
済
に
回
さ
れ

た
か
を
表
す
指
標
で
、
市
の
全
会
計
及
び

一
部
事
務
組
合
な
ど
の
会
計
も
対
象
と
な

り
ま
す
。
１８
％
以
上
に
な
る
と
地
方
債
の

発
行
に
国
の
許
可
が
必
要
と
な
り
、
２５
％

を
超
え
る
と
単
独
事
業
の
地
方
債
の
発
行

が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

◆
経
常
収
支
比
率

８４
・
８
％

経
常
的
な
一
般
財
源
に
対
し
て
、
経
常

的
経
費（
公
債
費
や
扶
助
費
、
人
件
費
な

ど
）が
ど
の
く
ら
い
か
を
表
し
た
も
の
で
、

数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
的
に
弾
力
性
が
な

い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
一
般
的
に
７０
％

か
ら
８０
％
程
度
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
財
政
力
指
数

０
・
３
６
５

財
政
力
の
強
弱
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

一
般
財
源
の
必
要
額
に
対
し
て
市
税
等
の

一
般
財
源
収
入
額
が
ど
の
程
度
確
保
さ
れ

て
い
る
か
を
測
る
も
の
で
、
指
数
が
高
い

ほ
ど
財
政
的
に
ゆ
と
り
の
あ
る
団
体
と
な

り
ま
す
。

２４
年
度
の
財
政
指
標

国
県
支
出
金
…
国
、
県
の
事
務
、
事
業
を
行
っ

た
場
合
や
社
会
資
本
の
た
め
の
事
業
な
ど
特
定

の
目
的
の
財
源
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
交
付
さ

れ
る
補
助
金
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

公
債
費
…
市
が
学
校
建
設
、
道
路
改
良
。
上
下

水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
に
借
り
入
れ
し
た
お

金
を
返
済
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料
…
使
用
料
は
、
市
が
有
す

る
行
政
財
産
や
公
の
施
設
を
使
用
さ
せ
た
場
合

に
そ
の
使
用
さ
れ
た
方
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

も
の
で
す
（
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど
）。
手
数

料
は
、
市
が
特
定
の
方
の
た
め
に
行
う
業
務
に

対
し
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
（
各
種
証
明

手
数
料
な
ど
）。

財
産
収
入
…
市
が
有
す
る
財
産
を
貸
し
た
り
売

却
し
た
り
し
た
場
合
な
ど
に
生
じ
る
現
金
収
入

を
い
い
ま
す
。

繰
入
金
…
地
方
公
共
団
体
の
各
会
計
間
、
一
般

会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
等
の
会
計
間
に
お
け

る
現
金
の
移
動
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

繰
越
金
…
余
っ
た
お
金
を
翌
年
度
の
財
源
と
し

て
繰
り
越
す
も
の
を
い
い
ま
す
。

市
債
…
学
校
建
設
、
道
路
の
整
備
、
上･

下
水

道
の
整
備
な
ど
の
た
め
、
県
知
事
の
同
意
等
を

受
け
て
政
府
資
金
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ

し
、
長
期
に
わ
た
り
返
済
し
て
い
く
も
の
で
す
。

特
別
会
計
…
特
別
会
計
は
一
般
会
計
に
対
し
、

特
定
の
目
的
の
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
経
理
す
る

た
め
、
条
例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。

地
方
譲
与
税
…
国
の
税
金
の
一
部
が
一
定
の
基

準
に
よ
り
市
に
譲
与
さ
れ
る
税
金
を
い
い
、
自

動
車
重
量
譲
与
税
や
地
方
揮
発
油
譲
与
税
が
こ

れ
に
該
当
し
ま
す
。

地
方
交
付
税
…
地
方
自
治
体
間
の
財
源
の
不
均

衡
を
是
正
し
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
が
合

理
的
か
つ
妥
当
な
水
準
の
行
政
を
行
う
の
に
必

要
な
財
源
を
保
証
す
る
目
的
で
、
国
が
徴
収
す

る
税
金
（
所
得
税
、
法
人
税
、
酒
税
、
消
費
税

な
ど
）
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

一
般
会
計
…
地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
を

な
す
会
計
で
、
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
全

般
を
計
上
す
る
会
計
で
す
。

主
な

財

政

用

語

財

平成24年度 決 決 算

特別会計名
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険事業
64億4,329万円
60億2,402万円

後期高齢者医療事業
5億  526万円
5億  445万円

介護保険事業
44億8,388万円
43億5,921万円

公有林整備事業
496万円
496万円

喜多方西部土地区画整理事業
6,264万円
6,264万円

塩川駅西土地区画整理事業
1億  932万円
1億  932万円

農業集落排水事業
1億9,029万円
1億9,029万円

下水道事業
13億6,185万円
13億6,185万円

山都簡易水道事業等
6億6,543万円
6億6,543万円

高郷簡易水道事業
9,624万円
9,624万円

駒形財産区
931万円
23万円

一ノ木財産区
4,211万円
61万円

早稲谷財産区
2,113万円
51万円

24年度特別会計の決算状況 1人当たり･1世帯当たりの市税負担額と
市民サービスはどうなっているの？

※平成25年3月31日現在の住民基本台帳人口・世帯数
◆人口：51,743人　◆世帯数：18,490世帯

※歳出決算額を目的別に分類し、1人当たりの額（円）を算出

【市税負担（皆さんから負担いただいたお金）】
⇒1人当たり（市税÷人口）　　　 91,515円
⇒1世帯当たり（市税÷世帯数）　 256,098円
【市民サービス（皆さんのために使われたお金）】
⇒1人当たり（歳出決算額÷人口）　　　  554,229円
⇒1世帯当たり（歳出決算額÷世帯数） 1,550,971円
市民サービスをもっと詳しくみてみると

農林水
産業費
29,285円

商工費
23,656円

土木費
53,444円

教育費
57,577円

公債費
46,766円

その他 30,351円
消防費、議会費、
労働費、災害復旧費

総務費
151,986円

民生費
107,580円

衛生費
53,584円
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総務費

地域給付金給付事業費 37億1,441万円

新本庁舎建設事業費 9,703万円

電子計算機管理経費 2億6,037万円

民生費

障がい者福祉援護経費 5億5,127万円

高齢者福祉施設管理経費 1億3,752万円

老人保護措置経費 1億1,755万円

保育所運営委託経費 3億2,517万円

児童手当支給経費 6億5,604万円

子ども手当支給経費 1億3,898万円

児童扶養手当支給経費 2億1,570万円

保育所管理運営経費 2億3,289万円

児童館管理運営経費 1億3,999万円

生活保護給付費 7億9,198万円

衛生費

地域･家庭医療ｾﾝﾀｰ運営経費 3,384万円

予防経費 1億4,483万円

健康増進経費 1億1,028万円

乳幼児医療給付費 7,948万円

子ども医療給付費 8,435万円

母子保健経費 4,198万円

浄化槽設置整備経費 2,839万円

塵芥処理経費 5億7,465万円

労働費

雇用促進対策経費 4,718万円

農林水産業費

農業振興対策経費 6,261万円

農地･水保全管理支払経費 4,088万円

中山間地域等対策経費 2億366万円

畜産振興対策経費 628万円

国営会津北部地区土地改良事業負担金 4億1,013万円

林業振興対策経費 6,245万円

森林環境交付金事業費 478万円 問 財政課 財政班☎(24)5213

◆主な事業の決算額

２４年度一般会計『主な事業の決算額』を紹介します。

（各項目は予算事業名）
商工費

商工業振興対策経費 1,666万円

中小企業振興対策経費 5億138万円

観光振興諸費 1億616万円

観光施設管理経費 8,498万円

保養施設管理経費 1億6,996万円

土木費

道路橋梁維持経費 1億5,121万円

交通安全施設整備事業費 1,185万円

除雪経費 7億8,256万円

雪寒施設整備事業費 1,431万円

道路改良事業費 1億5,400万円

土地区画整理事業費 1億6,707万円

坂井・四ツ谷線街路事業費 1億2,412万円

公園管理経費 3,836万円

公営住宅管理経費 5,398万円

消防費

消防団運営経費 1億1,532万円

消防施設整備事業費 4,384万円

防災対策経費 8,431万円

V-Low災害情報連携システム構築事業費 1億2,783万円

教育費

小学校管理経費 3億9,830万円

中学校管理経費 2億104万円

生涯学習施設管理経費 2,117万円

喜多方プラザ整備事業費 4億987万円

美術館運営経費 4,461万円

地区公民館運営経費 6,983万円

図書館運営経費 5,003万円

埋蔵文化財発掘調査経費 3,472万円

市民プール管理経費 1,015万円

体育館管理経費 2億1,087万円

学校給食経費 1億7,295万円

問 問
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平成24年度 決 決 決 算

○
塩
川
町
老
朽
石
綿
管
布
設
替
工
事

…
２
億
５
７
０
９
万
円

○
公
共
下
水
道
関
連
布
設
替
工
事

…
２
２
８
７
万
円

水
道
課
業
務
班
☎（
22
）１
５
０
７

収
益
的
収
支

収
益
的
収
支
は
、
水
道
水
を
つ
く
り
、

ご
家
庭
に
お
届
け
す
る
た
め
の
経
費
で
、

収
入
総
額
が
９
億
７
５
５
２
万
円（
税

込
）、
費
用
総
額
が
８
億
３
１
４
９
万
円

（
税
込
）と
な
り
ま
し
た
。

損
益
計
算（
税
抜
）に
お
い
て
当
年
度
純

平
成
24
年
度
水
道
事
業
（
公
営
企
業
）
の
決
算
状
況

問問

利
益
は
１
億
２
２
９
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
が
、
建
設
改
良
積
立
金
に
積
み
立
て
ま

し
た
。

資
本
的
収
支

資
本
的
収
支
は
、
施
設
の
整
備
や
水
道

管
の
布
設
工
事
な
ど
の
経
費
で
、
収
入
総

区　　　分 決算額（税込）
水道事業収益 9億7,552万円
営 業 収 益 9億2,365万円
営業外収益 2,958万円
特 別 利 益 2,229万円

区　　　分 決算額（税込）
資本的収入 1億1,245万円
出　資　金 9,642万円
負　担　金 1,316万円

固定資産売却代金 275万円
繰　入　金 12万円

営 業 収 益 8億7,985万円 営 業 費 用 7億4,437万円
　給水収益 8億5,549万円 原水および浄水費 1億1,962万円
その他の営業収益 2,436万円 配水および給水費 9,506万円
営 業 外 収 益       2,878万円 　総係費 1億1,645万円
　他会計補助金 963万円 　減価償却費 3億5,296万円
受取利息及び配当金     　 211万円 　資産減耗費 6,028万円
　雑収益 1,623万円 営 業 外 費 用 　　6,093万円

　他会計繰入金 81万円 支払利息および
企業債取扱諸費 6,059万円

特 別 利 益 2,229万円 　雑支出 34万円 
固定資産売却利益       2,228万円 特 別 損 失         272万円
過年度損益修正益           1万円 過年度損益修正損         272万円
収 入 合 計 9億3,092万円 支 出 合 計 8億802万円

資 産 の 部 負 債 の 部
固 定 資 産 131億6,116万円 固 定 負 債 1,520万円
　有形固定資産 118億2,162万円 引 当 金 1,520万円
無形固定資産 13億3,954万円 流 動 負 債 4,186万円
流 動 資 産 12億6,288万円 未 払 金 1,505万円
現 金 預 金 11億217万円 預 り 金 2,681万円
未 収 金 1億4,652万円 負 債 合 計 5,706万円
貯 蔵 品 1,419万円 資 本 の 部
繰 延 勘 定 61万円 資 本 金 83億2,601万円
控除対象外消費税 61万円 自己資本金 59億4,821万円

借入資本金 23億7,780万円
　 剰 余 金    60億4,158万円

資本剰余金 59億1,868万円
利益剰余金 　1億2,290万円

　 　 資 本 合 計 143億6,759万円
資 産 合 計 144億2,465万円 負債資本合計 144億2,465万円

区　　　分 決算額（税込）
水道事業費用 8億3,149万円
営 業 費 用 7億5,555万円
営業外費用 7,309万円
特 別 損 失 285万円

区　　　分 決算額（税込）
資本的支出 7億7,128万円
拡張工事費 1億2,289万円
建設改良費 3億4,252万円
企業債償還金 3億587万円

収益的収支
【収入】

資本的収支
【収入】

◆損益計算書

◆貸借対照表

【支出】

【支出】

《給水状況》
○給 水 件 数…15,002件　　  ○給水人口…39,266人
○年間配水量…4,763,651㎥　 ○有収水量…3,859,803㎥
○有　収　率…81％

○当年度純利益…1億2,290万円　
○当年度未処分利益剰余金…1億2,290万円
（利益剰余金処分額…建設改良積立金1億2,290万円）

額
が
１
億
１
２
４
５
万
円（
税
込
）、
支
出

総
額
が
７
億
７
１
２
８
万
円（
税
込
）と
な

り
、収
入
不
足
額
６
億
５
８
８
３
万
円
は
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。

 

24
年
度
の
主
な
建
設･

改
良
工
事（
税
込
）

○
熊
倉
町
道
地
地
内
外
拡
張
工
事

…
１
億
１
１
９
０
万
円
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【新成人の主張】
遠藤美優さん（喜多方地区）

【成人証書代表受領者】
齋藤華子さん（山都地区）

平
成
２６
年
成
人
式
が
１
月
１２
日
、
喜
多

方
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
新
成
人
４
６
３
人
の

出
席
の
も
と
、
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

式
の
前
に
は
、
市
内
各
中
学
校
の
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
写
真
を
編
集
し
た
ス
ラ
イ
ド

が
上
映
さ
れ
、
懐
か
し
い
思
い
出
の
写
真

が
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
、
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

式
は
上
野
利
一
郎
教
育
委
員
長
の
開
式

の
辞
で
始
ま
り
、
山
口
信
也
市
長
か
ら
の

「
柔
軟
な
発
想
と
果
敢
な
行
動
力
で
、
地

域
社
会
や
国
の
発
展
の
た
め
に
貢
献
し
、

喜
多
方
市
お
よ
び
日
本
の
未
来
を
拓
い
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
の
式
辞
に
続
き
、
新

成
人
代
表
５
人
に
成
人
証
書
が
手
渡
さ
れ

ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
齋
藤
仁
一
市
議
会
議

長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
あ
と
、

市
立
上
三
宮
小
学
校
６
年
の
川
勝
俊
さ
ん

と
庄
司
明
純
さ
ん
の
２
人
か
ら
「
私
た
ち

も
、
今
日
の
先
輩
方
の
姿
を
目
に
焼
き
付

け
、
よ
い
手
本
と
し
て
が
ん
ば
り
た
い
と

思
い
ま
す
。」
と
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
新
成
人
を

代
表
し
て
遠
藤
美
優
さ
ん
と
小
沼
秀
人
さ

ん
が
決
意
や
夢
を
堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
小
島
明
香
さ
ん
が
「
一
人
ひ

と
り
が
そ
れ
ぞ
れ
の
夢
の
実
現
の
た
め
、

私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
も
精
一
杯
努
力
し
、

成
長
す
る
こ
と
を
こ
こ
に
お
誓
い
い
た
し

ま
す
。」
と
二
十
歳
の
誓
い
を
述
べ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

平
成
２６
年
成
人
式

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

問問

【成人証書代表受領者】
鵜川美幸さん（喜多方地区）

式典会場写真

【成人証書代表受領者】
野邉健太さん（熱塩加納地区）

【成人証書代表受領者】
大西　諒さん（塩川地区）

【成人証書代表受領者】
佐藤直将さん（高郷地区）

【小学生からのお祝いメッセージ】
庄司明純さんと川勝　俊さん
（上三宮小学校）

【新成人の主張】
小沼秀人さん（山都地区）
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羽入　一稀さん

もっと活性化し
てほしい

大塚　貴明さん

社会人として責
任を持って、夢
を持ち、立派な
大人になります

金子　真人 さん

これからも自分
が好きな喜多方
のままであって
ほしい

東條　太郎 さん

社会人としての
自覚を持って行
動し、自分で考
えて仕事をして
いきたい

秋山　莉奈 さん

このままの自然
を大切にしてほ
しい。笑顔のあ
ふれる喜多方を
ずっと続けてほ
しい

鈴木　葵子さん

幼稚園の時の先
生みたいな保育
士になりたい

棚木　　悠 さん

誇りを持って生
きる若者が増え
ていくように、
良い刺激を与え
る環境を作って
ほしい

澤井　史野さん

育ててくれた家
族に感謝して、
しっかり自分の
力で生きていけ
るようにする

齋藤　奈々さん

子どもが育ちや
すい環境と、宿
泊地を増やして
ほしい

近藤　駿一 さん

喜多方市に役立
てるような大人
になりたい

小澤　朋実 さん

子どもが元気に
育つまちであっ
てほしい

田代　満義 さん

一日一日を笑顔
で生きていきた
い

喜多方市に望むこと

成人になっての抱負・決意

大人の自覚もち、決意を新たにする新成人のみなさん
【二十歳の誓い】
小島明香さん（塩川地区）

懐かしいスライドの写真に
歓声が上がりました 花束の贈呈 式典の様子
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国民年金保険料の納付方法にはいくつか種類があります。納付方法を変更するには２月中に手続きを

申し込めば新年度に間に合いますので、この機会にご自身の納付方法をご確認ください。

また、一定期間分の保険料をまとめて納付すること（前納）により、納付方法・期間に応じた保険料の

納付割引を受けることができます。合わせてご検討ください。

２年前納は口座振替でのみご利用が可能です！
お申し込み期限は毎年2月末までです。ご希望の方はお早目にご準備ください。

・メリット１：２年間で１万４千円程度の割引となります。

・メリット２：２年前納分の全額がその年の社会保険料控除の対象となります。

・メリット３：口座振替をご利用することにより、納め忘れを防ぐことができます。

◆現金払い…お手元に郵送された納付書で金融機関、郵便局、コンビニの窓口で納付します。１年

前納・6カ月前納など前払いによる割引などもありますが、使用期限の過ぎた納付書での支

払いはできませんのでご注意ください。

◆口座振替…金融機関の口座から引き落としとなります。引き落としの種類は①１年度分の前納②

6か月分の前納（4月～9月分、10月～翌年3月分）③毎月（当月分当月末振替）④毎月（当

月分翌月末振替）があり、④以外はそれぞれに割引があります。

◆クレジットカード納付…クレジットカード会社で立替納付を行うものです。前払いによる割引額

は現金納付と同じになります。

　※直接クレジットカードを提示して納付する方法ではありません。

◆電子納付…インターネットバンキング、モバイルバンキング、テレフォンバンキングをご利用い

ただけますが、あらかじめ利用される金融機関と契約を結ぶ必要があります。契約方法につ

いては、ご利用になる金融機関などにお問い合わせください。

【注意点】

・お申し込み先は、年金事務所または各金融機関等窓口になります。

・口座引き落とし等は、お申込みから開始されるまで約２か月かかります。

   ご利用を希望する方はお早めにお申し込みください。
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付加年金とは、第1号被保険者が定額保険料に付加保険料（月額400円）をプラスして納付すると、

老齢基礎年金受給時に付加年金（年金額は200円×付加保険料納付月数）が上乗せされるものです。

また、付加年金は定額のため、物価スライドによる増額減額はありませんので、２年間の受給で

支払った保険料分の金額は受け取ることができるうえに、終身まで受給できます。なお前払い（前納）

による割引もあります。

【例】付加年金保険料を10年間（120月）支払った場合支払総額は「400円×120月＝48,000円」とな

ります。

この場合の将来受け取れる付加年金の年金額（年間）は、「200円×付加保険料を納付した月数」に

なりますので、年金額は、「200円×120月＝24,000円」

となります。

この「24,000円」が生きている限り毎年受け取れるの

で、２年間で「24,000円×２年＝48,000円」となり、支

払った金額の元が取れ、それ以上長生きすればするほど

お得になるということになります。

【注意点】

◆国民年金基金に加入中の方は納付できません。

◆付加保険料の納付は、申し込んだ月分からになります。

◆年金の繰上げ・繰下げ請求を利用した場合は、それに比例して付加年金の金額も増額減額されます。

平成24年10月から平成27年9月までの3年間に限り、過去10年分まで納めることができる「後納制度」

が始まりました。後納制度を利用することで、年金額が増えたり、納付した期間が不足して年金を受

給できなかった方が年金受給資格を得られる場合があります。

詳しくは国民年金保険料専用ダイヤル☎0570-011-050までお問い合わせください。

≪後納制度のご利用が可能な方≫

(1)20歳以上60歳未満の方：10年以内に納め忘れの期間や未加入期間のある方

(2)60歳以上65歳未満の方：(1)の期間のほか、任意加入中に納め忘れの期間がある方

(3)65歳以上の方　　　　：年金受給資格がなく、(1)(2)の期間がある方

※老齢基礎年金受給者は対象から除かれます。

※後納保険料は全額社会保険料控除の対象となります。

≪後納制度申込みから支払いまでの流れ》

①申込書の送付依頼（日本年金機構ホームページからも取得できます）

②年金事務所から申込書が送付されます。

③申込書に必要事項を記入のうえ、年金事務所に提出します。 

・年金加入期間の確認のため戸籍謄本などが必要な場合があります。

④年金事務所において申込書の審査・承認などを行います。 

・承認通知書、納付書、リーフレットを送付。

⑤納付書により金融機関・コンビニなどで納めてください。 

 ・市区町村役場・年金事務所では納められません。

年
金
事
務
所

第
一
号
被
保
険
者

金
融
機
関
・
コ
ン
ビ
ニ
な
ど

①

③

②
⑤

④

1号被保険者とは厚生年金の第1号被保険者とは厚生年金の加
入者（2号）や厚生年金に加入して入者（2号）や厚生年金に加入して
いる方の扶養に入っている配偶いる方の扶養に入っている配偶
者（3号）以外の方です。者（3号）以外の方です。

後納制度を利用できると思われ後納制度を利用できると思われ
る方へのお知らせの発送はすでる方へのお知らせる方 のお知らせの発送はすでる方へのお知らせの発送はすで
に終了しています。お知らせがに終了しています。お知らせが
かなかった方も条件を満たし届かなかった方も条件を満たし
ていれば利用可能です。ばていれば利用可能です。
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喜
多
方
市
民
プ
ー
ル
の
営
業
期
間
外

に
、
会
津
若
松
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

を
利
用
し
た
際
、
利
用
料
金
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
が
、
当
該
制
度
を
利
用
さ

れ
て
い
る
方
で
、
今
年
度
の
利
用
を
終
了

し
た
方
や
、
既
に
１０
回
利
用
さ
れ
た
方
な

ど
は
、
助
成
金
の
請
求
書
な
ど
の
提
出
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
助
成
制
度
を
利
用
さ
れ
る
場
合
は
、
事

前
の
申
請
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◆
助
成
金
請
求
に
必
要
な
書
類
な
ど

①
喜
多
方
市
屋
内
プ
ー
ル
利
用
助
成
申
請

書

②
請
求
書

③
利
用
者
カ
ー
ド

※
申
請
書
様
式
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
取
得
で
き
ま
す
。

◆
提
出
先

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興

係
ま
た
は
各
総
合
支
所
教
育
課

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者
募
集
に
つ
い

て
は
、
広
報
き
た
か
た
３
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

桜
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局

（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
内
）

☎（
２３
）２
１
１
６

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

４
月
２６
日（
土
）に
押
切
川
公
園
ス
ポ
ー

ツ
広
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
か
れ

る
「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク
２
０

１
４
」
で
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
以
外
で
も
満
足
い
た
だ
け
る

「
喜
多
方
流
お
も
て
な
し
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

春
の
喜
多
方
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
盛
り
上
げ
参
加

者
を
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
当
日
に
出
店
・

出
演
い
た
だ
け
る
方（
団
体
）を
募
集
し
ま

す
。

《
募
集
内
容
》

◆
出
店（
個
人･

団
体
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
地
元
特
産
品
な
ど
の
無
償
提
供
ま
た
は

販
売
と
し
、
喜
多
方
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル

で
き
る
も
の

○
出
店
ス
ペ
ー
ス
は
、
テ
ン
ト
１
張
り
、

ま
た
は
そ
の
半
分

○
出
店
数
は
、
２
〜
３
店
を
予
定（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、実
行
委
員
会
で
選
考
）

○
提
供（
販
売
）方
法
や
場
所
な
ど
は
、

事
務
局
と
の
協
議
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

◆
出
演（
個
人･

団
体
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
喜
多
方
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
内

容
の
も
の

○
場
所
は
、
開
会
式
前
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場

や
ゴ
ー
ル
後
の
「
お
も
て
な
し
会
場（
薬

草
園
内
）」
特
設
ス
テ
ー
ジ（
約
１０
㍍
×
約

３
㍍
）で
の
演
技
な
ど

○
出
演
数
は
、
２
〜
３
団
体（
人
）を
予
定

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行
委
員
会

で
選
考
）

○
演
技
内
容
な
ど
は
、
事
務
局
と
協
議
の

う
え
決
定
し
ま
す
。

〇
申
し
込
み
…
出
店
・
出
演
と
も
に
、
生

涯
学
習
課
ま
た
は
各
総
合
支
所
教
育
課
に

備
え
付
け
の
所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の

う
え
、
２
月
２８
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

＜出演の様子＞

＜出店の様子＞▲薬草園内（押切川公園体育館の南側）

ォ
ー
ク
２
０
１
４

蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜桜
ウ
ォ出

店
・
出
演
者
募
集

出

問問

申申

助
成
制
度
を

屋
内
プ
ー
ル
利
用用
助い

る
皆
さ
ん
へ

利
用
さ
れれ
て

問問
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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
喜
多
方
と
喜

多
方
煉
瓦
會（
れ
ん
が
か
い
）の
「
歴
史
的

登
り
窯
の
再
生
三
津
谷
煉
瓦
窯
再
生
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
が
日
本
デ
ザ
イ
ン
振
興
会
主

催
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
に
お
い
て
特
別
賞

「
地
域
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
賞（
日
本
商
工
会

議
所
会
頭
賞
）」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
明
治
中
期
か
ら
昭
和
後
期
に

か
け
て
市
の
産
業
を
支
え
た
岩
月
町
三
津

谷
地
区
の
登
り
窯
を
市
民
の
手
で
復
活
さ

せ
る
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
結
果
で

す
。三

津
谷
煉
瓦
窯
は
経
済
産
業
省
の
「
近

代
化
産
業
遺
産
」
に
も
選
ば
れ
て
い
ま
す
。

小
学
生
か
ら
高
齢
者
ま
で
幅
広
い
世
代

が
、
窯
の
修
理
や
、
建
造
物
の
部
品
な
ど

に
使
う
レ
ン
ガ
作
り
を
実
践
し
て
い
ま

す
。今

年
度
の
「
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
」
に

は
全
国
か
ら
３
４
０
０
件
の
応
募
が
あ

り
、特
に
高
評
価
を
得
た
１
０
０
件
が
「
グ

ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
・
ベ
ス
ト
１
０
０
」
に
選

ば
れ
、
上
位
２０
件
の
金
賞
と
「
地
域
づ
く

り
デ
ザ
イ
ン
賞
」
な
ど
の
特
別
賞
が
選
ば

れ
ま
し
た
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
喜
多
方

☎（
２２
）１
０
２
６

グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
特
別
賞
を
受
賞

歴
史
的
登
り
窯
の
再
生
三
津
谷
煉
瓦
窯
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

認知症サポーター養成講座
「オレンジスマイル」受講者募集

認知症についての正しい理解をし、認知症の人
とその家族を温かく応援する「認知症サポーター」
になりませんか。
「オレンジスマイル」は自分のできる範囲で認
知症の知識を周囲に伝えたり、認知症状に理解を
示せる人づくりのための学びの場です。

◆日時 3月7日（金）午後1時30分～3時30分
◆場所 山都保健センター（山都総合支所裏）
◆対象者 市内に在住またはお勤めの方
◆講師 看護師、介護福祉士ほか
◆参加費 無料
◆定員 50人（先着順、定員になり次第締め切り）
◆申込方法　高齢福祉課または各総合支所支所住
民課窓口へ電話または直接お申し込みください。
◆締め切り　2月21日（金）
申 高齢福祉課 介護保険係☎（24）5231

市制トピックス　　

平成25年度第2回きたかた大使講演会

「スポーツの持つ力」を開催しました

　12月23日（月）喜多方プラザにおいて、
講師にきたかた大使の阿部肇（ただし）氏
（仙台大学准教授）による講演会を開催し
ました。
　市内のボート競技選手など、約140人が
参加しました。喜多方高校時代にボート
を始めたきっかけやオリンピックでの活
躍、コーチとしての取り組みなどについ
てお話がありました。
総務課 広報広聴室☎（24）5206問 問申申 問 問

問問
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に
も
関
心
を
持
つ
よ
う
な
働
き
か
け
を
し

て
い
ま
す
。

食
育
に
関
心
が
集
ま
る
今
日
に
お
い

て
、
食
改
員
は
郷
土
料
理
を
子
ど
も
達
へ

伝
え
る
こ
と
や
地
産
地
消
に
つ
い
て
の
取

り
組
み
も
始
め
て
い
ま
す
。
保
育
所
や
幼

稚
園
で
親
子
が
一
緒
に
料
理
を
作
る
機
会

を
作
っ
た
り
、
小
中
学
校
で
は
、
収
穫
さ

れ
た
作
物
を
使
っ
て
調
理
実
習
す
る
時
に

指
導
者
と
な
り
、
子
ど
も
達
に
材
料
の
切

り
方
や
器
具
の
使
い
方
を
教
え
た
り
、
中

学
校
の
家
庭
科
の
授
業
な
ど
で
教
え
て
い

ま
す
。
食
べ
た
こ
と
は
あ
っ
て
も
初
め
て

作
る
子
ど
も
が
お
り
、
各
家
庭
に
お
い
て

食
事
や
郷
土
料
理
を
作
る
機
会
が
減
っ
て

い
る
中
、
親
か
ら
子
へ
伝
え
る
こ
と
が
難

し
い
現
状
に
お
い
て
先
人
か
ら
受
け
継
い

で
き
た
食
文
化
を
伝
え
る
担
い
手
と
し

て
、
食
改
員
は
活
動
の
場
を
広
げ
て
い
ま

す
。保

健
課
健
康
班
☎（
２４
）５
２
２
３

健
康
づ
く
り
や
食
育
な
ど
食
に
関
心
を

持
ち
、
市
民
の
身
近
な
と
こ
ろ
で
食
を
と

お
し
た
様
々
な
活
動
し
て
い
る
方
で
す
。

通
称
「
食
改
員
」
さ
ん
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

『
私
達
の
健
康
は
私
達
の
手
で
』
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
仲
間
達
と
楽
し
く
研
修
を
し

な
が
ら
、
健
康
づ
く
り
や
食
育
を
進
め
る

た
め
日
々
活
動
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

組
織
の
団
体
で
す
。
現
在
、
市
内
に
２
３

０
人
が
会
員
と
な
り
、
健
康
づ
く
り
に
つ

い
て
一
定
時
間
の
学
習
し
た
方
が
、
引
き

続
き
研
修
を
受
け
な
が
ら
学
ん
で
き
た
こ

と
を
会
員
か
ら
会
員
へ
、
会
員
か
ら
家
族

へ
、
お
隣
さ
ん
へ
と
地
域
に
伝
え
広
げ
る

活
動
し
て
い
ま
す
。

◆
教
室
の
開
催

公
民
館
で
お
や
つ
や
食
事
を
作
る
教
室

を
開
き
、
食
事
作
り
の
楽
し
さ
、
元
気
な

体
を
作
る
た
め
の
食
事
の
量
や
味
付
け
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
づ
く
り
の
ヒ
ン

ト
を
伝
え
る
活
動
を
長
年
続
け
て
い
ま
す
。

◆
市
保
健
事
業
へ
の
協
力

各
保
健
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
行
わ
れ
て
い

る
乳
幼
児
健
診
で
は
離
乳
食
の
提
供
の
他

に
み
そ
汁
を
配
り
、
子
育
て
を
し
て
い
る

親
が
日
頃
か
ら
野
菜
を
と
る
こ
と
や
適
塩

の
味
付
け
を
意
識
し
、
自
身
の
健
康
や
食

  

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
？

  

郷
土
料
理
を
子
ど
も
た
ち
へ

  

主
な
活
動
は
？

保育所で食育の大切さを説明

食
生
活
改
善
推
進
員
と
は
？

〜

〜

ピ
ン
ク
の
エ
プ
ロ

ン
が
ト
レ
ー
ド
マ

ー
ク
で
す
。

公
民
館
や
イ
ベ
ン

ト
で
活
躍
し
て
い

ま
す
。

問問
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震
災
後
４
か
月
間
の
外
部
被
ば
く
量
を

推
計
す
る
、「
基
本
調
査
」
は
、
県
民
健

康
管
理
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
。

当
時
の
こ
と
を
詳
細
に
覚
え
て
い
な
い

方
も
、
比
較
的
簡
単
に
記
入
し
て
い
た
だ

け
る
「
簡
易
版
」
が
で
き
ま
し
た
。

提
出
が
ま
だ
の
方
は
ぜ
ひ
活
用
し
て
く

だ
さ
い
。

簡
易
版
と
返
信
用
封
筒
は
、
保
健
課
窓

口
、
市
民
課
窓
口
ま
た
は
各
総
合
支
所
住

民
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

保
健
課
健
康
班
☎（
２４
）５
２
２
３

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
健
康
を
長
期
に
わ
た
り
見
守
る
た

め
、
甲
状
腺
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

対
象
と
な
る
方
へ
は
、
１０
月
に
「
甲
状
腺

検
査
の
お
知
ら
せ
」
が
送
付
さ
れ
、
１２
月

か
ら
順
次
検
査
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

「
申
し
込
み
を
し
忘
れ
た
」、「
学
校
で

の
実
施
日
に
検
査
で
き
な
か
っ
た
」な
ど
、

申
し
込
み
や
検
査
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

今
か
ら
で
も
間
に
合
い
ま
す
の
で
、
お
申

込
み
の
う
え
、検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
者

平
成
４
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
２３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

※
県
民
健
康
管
理
調
査
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ

福
島
県
立
医
科
大
学
放
射
線
医
学

県
民
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４（
５
４
９
）５
１
３
０

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

土
日
祝
日
除
く

県
と
県
立
医
科
大
学
で
は
、
妊
産
婦
の

方
々
に
少
し
で
も
安
心
し
て
生
活
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
調

査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
も
と
に
支
援
が

必
要
な
方
に
は
、
連
絡
の
う
え
ご
相
談
に

応
じ
て
お
り
ま
す
。
対
象
の
方
へ
は
１２
月

よ
り
調
査
票
の
発
送
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

調
査
票
が
届
い
た
方
は
、
是
非
お
早
目
に

ご
回
答
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

◆
対
象
者

平
成
２４
年
８
月
１
日
か
ら
平

成
２５
年
７
月
３１
日
ま
で
に
母
子
手
帳
の
交

付
を
受
け
た
方

※
妊
産
婦
に
関
す
る
調
査
の
問
い
合
わ
せ

福
島
県
立
医
科
大
学
放
射
線
医
学
県
民
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
４（
５
４
９
）５
１
８
０

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

土
日
祝
日
除
く

栄養士の

知って役立つ  健康レシピ

◆材料（4人分）◆◆材料（4人分）

木綿豆腐1/2丁、卵1個、ツナ1缶、人参20g、イン木綿豆腐1/2丁、卵1個、ツナ1缶、人参20g、イン

小小ゆ小小ゲン20g、ひじき2g　【調味料】（薄口しょうゆゲンン20g、ゲ 20g、ひじき2g 【調味料】（薄口しょうゆゲ 料ゲ ひじき 【調味料】ゲン20g、ひじき2g　【調味料】（薄口しょうゆ小

さじ1、酒　片栗粉　スキムミルク各大さじ1）さ 片栗粉 スキムミルク各大さじ ）さじ1、酒　片栗粉　スキムミルク各大さじ1）

【あん】（だし汁100cc、薄口しょうゆ小さじ1、み【あん】（だし汁100cc、薄口しょうゆ小さじ1、み

りん大さじ1、片栗粉　適量）生姜、小口ねぎりん大さじ1、片栗粉　適量）生姜、小口ねぎ

適量適量

作り方】作作【作 】【 方作 】【 方【作り方】

①水切りした豆腐、溶き卵、油を切ったツナ、み①①水切りした豆腐 溶き卵 油を切①水切りした豆腐、溶き卵、油を切ったツナ、み

　じん切りにした人参とインゲン、戻したひじき、じん切りにした人参とインゲン、戻したひじき、

　【調味料】をよく混ぜ合わせ、4等分にし、ラッ【調味料】をよく混ぜ合わせ、4等分にし、ラッ

　プで包んで口をきゅっと絞って輪ゴムでとめる。プで包んで口をきゅっと絞って輪ゴムでとめる。

ジに②器に入れて10分ほど蒸し器で蒸すか、レンジ② に入れて10分ほど蒸し器で蒸すか、レンジにに②②②器に入れて10分ほど蒸し器で蒸すか、レンジど蒸し器で蒸すか レンジにに②②②器に入れて 分ほど蒸し器で蒸す②器に入れて10分ほど蒸し器で蒸すか、レンジに

　5分ほどかける。5分ほどかける。

③鍋で【あん】を作り、蒸しあがったものにかけ③鍋で【あん】を作り、蒸しあがったものにかけ

　る。すりおろした生姜と小口切りにした小口ねる。すりおろした生姜と小口切りにした小口ね

　ぎをのせる。　ぎをのせる。ぎをのせる。

＊＊あんかけ蒸し豆腐＊＊

今月のメニュー

忙しいときの一品に。具材の木綿豆腐、卵以外は家に
あるもので代替えできます。

ポイント

《  体を温める食事  》
　冷えは万病のもと。寒いこの時期は体を芯から温

めることが大切です。旬のものを中心に、ねぎ、し

ょうが、唐辛子など発汗作用のある食材も適宜とり

いれて、温かい食事をとるようにしましょう。体温

を上げれば免疫力もアップします。

問問
基
本
調
査

簡
易
版
が
で
き
ま
し
た

甲
状
腺
検
査

〜
本
市
で
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
〜

妊
産
婦
に
関
す
る
検
査

〜
本
市
で
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
〜


